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高原水車友の会 

高松市六条町 

高原水車 

 
友
の
会
通
信 

№
➊
（
準
備
号
） 

「
高
原
水
車

た
か
は
ら
す
い
し
ゃ

友
の
会
」
準
備
会
開
催 

 

昨
年
十
一
月
三
十
日
（
土
）
、
高
松
市
六
条
町
に

残
っ
て
い
る
水
車
の
保
存
を
考
え
る
会
の
発
足
に

向
け
て
、
準
備
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ご
近
所
の
方
、

物
作
り
に
興
味
が
あ
る
方
、
建
築
家
、
讃
岐
う
ど
ん

関
係
の
方
、
教
師
、
新
聞
記
者
、
知
人
友
人
の
方
々

三
十
名
余
が
水
車
場
に
集
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想

と
夢
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
あ
た
た
か
い
晴
天
に
恵

ま
れ
、
水
車
場
見
学
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

司
会
の
川
崎
正
視
氏
（
元
高
松
市
教
育
委
員
会
教

育
部
次
長
）
が
友
人
の
一
人
と
し
て
静
か
に
水
車
の

現
状
と
保
存
の
意
味
を
述
べ
て
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
続
い
て
高
原
水
車
後
継
者
の
平
田
恵
美
・
堀
家

み
ど
り
が
、
残
さ
れ
た
水
車
と
水
車
場
を
保
存
す
る

か
ど
う
か
、
こ
れ
ま
で
数
年
間
専
門
家
の
方
や
瀬
戸

内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
お
世
話
に
な
っ
た
経
過
を
話
し
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。 

次
に
、
記
念
講
演
と
し
て
、
瀬
戸
内

海
歴
史
民
俗
資
料
館
専
門
職
員
の
田
井

静
明
氏
が
「
高
原
水
車
の
文
化
的
価
値

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
田
井
氏
は
二
〇
一
一
年
（
平
成

二
十
三
年
）
九
月
以
来
、
三
年
間
毎
月
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
方
々
と
共
に
埃
に
ま
み
れ
て
、
水
車
場
の
掃
除
、

道
具
類
の
調
査
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
上

で
高
原
水
車
場
の
特
長
、
歴
史
性
・
希
少
性
、
資
料

の
残
存
状
態
、
讃
岐
の
水
車
の
地
域
的
特
性
な
ど
を

た
く
さ
ん
の
写
真
を
交
え
て
た
い
へ
ん
詳
し
く
総

合
的
に
話
し
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
熱
の
こ
も
っ

た
お
話
で
し
た
。
そ
の
中
で
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
愛
媛
、
高
知
、
徳
島
そ
し
て
岡

山
県
内
に
残
る
水
車
の
痕
跡
を
訪
ね
て
比
較
を
試

み
ら
れ
、
高
原
水
車
の
希
少
性
と
貴
重
性
を
確
認
さ

れ
た
こ
と
に
は
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
岡
山
地
域
と

の
類
似
性
を
今
後
の
課
題
と
し
て
示
唆
さ
れ
た
こ

と
に
も
目
を
開
か
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

     

 

そ
の
後
、
田
井
さ
ん
の
説

明
で
水
車
場
を
見
学
し
ま

し
た
が
、
近
所
の
方
は
、
子

ど
も
時
代
以
来
、
久
し
ぶ
り

の
水
車
と
の
対
面
で
、
あ
ら

た
め
て
感
慨
深
い
思
い
を

さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

最
後
に
、
集
ま
っ
た
一
人

一
人
が
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。 

「
価
値
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
。
し
か
し
課
題

は
大
き
い
」
「
こ
ん
な
も
の
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ

と
に
感
激
し
ま
し
た
」
「
も
の
つ
く
り
の
面
で
協
力

し
た
い
」「
難
し
い
け
れ
ど
一

歩
一
歩
進
め
て
、
夢
を
語
れ

る
よ
う
に
し
た
い
」
な
ど
楽

し
く
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
意
外
に
近
所
で
も

知
ら
な
い
方
が
多
い
の
で
、

ま
ず
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
修

理
が
出
来
る
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
子
ど
も
達

に
も
見
せ
た
い
も
の
だ
」
と
い
う
話
し
に
落
ち
着
き
、

作
業
分
野
ご
と
に
担
当
委
員
さ
ん
を
決
め
、
話
し
合

い
な
が
ら
緩
や
か
に
進
め
て
行
く
こ
と
、
修
理
に
つ

い
て
も
行
政
の
方
と
相
談
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く

こ
と
な
ど
を
確
認
し
、
四
月
を
目
途
に
「
高
原
水
車

友
の
会
」
を
発
会
す
る
こ
と
が
司
会
の
川
崎
氏
か
ら

提
案
さ
れ
、
散
会
し
ま
し
た
。 

 

（
平
田
記
） 

すいしゃん 
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「
高
原
水
車
の
文
化
的
価
値
に
つ
い
て
」 

田
井
静
明
氏
記
念
講
演
メ
モ
よ
り 

 
高
原
水
車
場
の
特
長 

 
 

■
百
年
以
上
の
稼
働
の
歴
史
を
持
つ 

 
 
 
 
 

歴
史
性
・
希
少
性 

 
 

■
水
車
器
械
、
機
械
、
水
路
等
す
べ
て
が
比
較
的

保
存
状
態
良
く
残
る 

①
瀬
戸
内
・
香
川
の
技
術
的
特
徴 

②
穀
物
加
工
器
械
・
機
械
類
の
変
遷
を
一
望 

③
地
元
石
材
で
構
築
、
水
車
創
設
時
の
ま
ま

残
る 

 
 

■
讃
岐
の
特
徴
的
な
地
理
環
境
で
あ
る
溜
池
水

源
、
水
利
の
中
で
運
営 

 
 
 
 

 

水
に
苦
労
し
た
香
川
の
水
環
境
を
反
映 

 
 

■
水
車
経
営
に
付
随
す
る
、
う
ど
ん
・
素
麺
製
麺
、

七
面
鳥
飼
育
売
買
、
養
鶏
・
畜
産
な
ど
の
資
料

が
残
る 

 
 
 
 

 

水
車
関
連
副
業
資
料
が
残
る 

 
 

■
水
車
経
営
、
農
業
経
営
、
水
利
関
係
の
史
料
、

道
具
が
数
多
く
伝
わ
る 

 
 
 
 

 

広
範
な
史
資
料
が
伝
来 

 
 

■
讃
岐
の
水
車
大
工
の
系
譜
や
技
術
の
中
に
も

位
置
付
け
ら
れ
る 

 
 
 
 

 

明
白
な
水
車
製
作
者
の
系
譜
・
技
術 

 

四
国
及
び
岡
山
の
製
粉
精
米
水
車 

 
 
 
 
 

高
原
水
車
の
希
少
・
貴
重
性 

 

今
後
の
現
状
と
課
題 

配
付
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
保
存
活
動
の
経
過
」
よ
り 

              

            

         

 
 

 

【
題
字 

森
佐
知
子
】 

カ
ッ
ト 

平
田
真
咲 

 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆江戸時代、旧古川の地形を利用して石垣の水

路を造り、水車経営が始まりました。明治 35

年、当時 25 才の高原太吉が譲り受け、製粉、

精米、精麦、製麺などの事業を懸命に続けまし

た。水車は水の管理と石臼、歯車、水路などの

メンテナンスが絶えず必要です。水車を動力源

とした古い製粉機構には先人の知恵が詰まっ

ているようです。ふたたび水車がザーザーと水

音を立てて回る姿に現代の私たちや子供達は

何を感じるでしょうか。（水車友の会発起人） 
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高
原
水
車
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」
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第
１
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号
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発
行 

高
原
水
車
友
の
会
準
備
会 

平
成
二
十
六
年
二
月
一
日 

昭和 63年頃の水車場外観 

現在の水車場 （東方から見る） 


